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はじめにはじめにはじめにはじめに

『SQL*Plus for Windowsスタート・ガイド』では、Microsoft Windows 2000、Windows NT 
4.0、Windows 98およびWindows 95オペレーティング・システムに固有の SQL*Plus製品
について説明します。

次の項目について説明します。

� 前提条件

� 対象読者

� このドキュメントの構成

� 関連資料

� オンライン・ヘルプの参照

� ドキュメントおよびコードの表記規則

注意注意注意注意 : このドキュメントでは、SQL*Plus for Windows製品を SQL*Plusと
呼びます。
iii



前提条件前提条件前提条件前提条件
このドキュメントは、読者が次のことを十分理解していることを前提にしています。

� SQL*Plusのコマンドと一般的な機能。このドキュメントを使用する前に、共通の
SQL*Plusドキュメント・セットを参照してください。vページの「関連資料」を参照し
てください。

� ファイルの削除やコピーなどのコマンド、検索パス、サブディレクトリおよびパス名の
概念。

� Microsoft Windows 2000、Windows NTまたはWindows 95/98オペレーティング・シ
ステムの基礎。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このドキュメントは、Windows 2000、Windows NTまたはWindows 95/98のオペレー
ティング・システム環境で SQL*Plusを使用するすべてのユーザーを対象としています。

このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成
このドキュメントは、次のように構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「SQL*Plusの紹介の紹介の紹介の紹介」」」」

第第第第 2章「章「章「章「SQL*Plusのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストール」」」」

第第第第 3章「章「章「章「SQL*Plusの使用方法」の使用方法」の使用方法」の使用方法」

第第第第 4章「章「章「章「オペレーティング・システム固有のリファレンスオペレーティング・システム固有のリファレンスオペレーティング・システム固有のリファレンスオペレーティング・システム固有のリファレンス」」」」

付録付録付録付録 A「「「「オペレーティング・システム・パラメータのカスタマイズオペレーティング・システム・パラメータのカスタマイズオペレーティング・システム・パラメータのカスタマイズオペレーティング・システム・パラメータのカスタマイズ」」」」
iv



関連資料関連資料関連資料関連資料
『SQL*Plus for Windowsスタート・ガイド』では、Windowsベースのプラットフォー
ムにおける SQL*Plusに固有の情報を説明します。SQL*Plusのクロスプラットフォー
ム・サポート、機能およびコマンドの詳細は、製品 CD-ROMの SQL*Plus共通ドキュ
メント・セットを参照してください。Oracle Enterprise Edition for Windows製品のド
キュメント・セットに加えて、次の SQL*Plusドキュメントがオンラインで参照できま
す。

� 『SQL*Plus 8.1.7 Release Bulletin』（SQL*Plusドキュメントに含まれていない、後で
判明した情報を含めた Readmeファイル）

� 『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』

� 『SQL*Plusクイック・リファレンス』
 

オンライン・ヘルプの参照オンライン・ヘルプの参照オンライン・ヘルプの参照オンライン・ヘルプの参照
SQL*Plusの使用方法のオンライン・ヘルプは、セッション中の SQL*Plusコマンドラインか
ら利用できます。ただし、管理者がまず SQL*Plusヘルプ表を作成して移入しておく必要が
あります。SQL*Plusヘルプのインストールについては、第 2章の「SQL*Plusオンライン・
ヘルプのインストール」を参照してください。

注意注意注意注意 : SQL*Plusをインストールする前に、CD-ROMにある SQL*Plusの共
通のドキュメント、および最新情報が入ったリリース・ノートと Readme
ファイルを参照してください。
v



ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則
このドキュメントで使用される表記規則は、次のとおりです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 ALTER DATABASE コマンド名、SQL予約語、キーワード
を示します。ディレクトリ名やファイ
ル名も示します。

イタリック 変数を示すために使用
filename

入力が必要な値を示します。たとえば、
コマンドで filenameを入力するように
要求された場合は、ファイルの実際の
名前を入力する必要があります。

Oracleデータベース Oracle8i のデータベース・コンポーネ
ント。

C:¥> この例は、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）準拠
データベースにおける最初の
Oracleホームのデフォルトを
示しています。

C:¥>ORACLE¥ORA81

現行のハード・ディスク・ドライブの
Windowsコマンド・プロンプトを示し
ます。プロンプトは異なる場合もあり、
使用中のサブディレクトリを示すこと
もあります。このドキュメントでは、
Windowsコマンド・プロンプトと呼び
ます。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥ORADATA ディレクトリが、ルート・ディレクト
リのサブディレクトリであることを示
します。
vi



ORACLE_HOMEおよ
び ORACLE_BASE

ORACLE_HOME¥ADMIN

ディレクトリに移動します。

以前のリリースでは、SQL*Plusをイン
ストールした場合、すべてのサブディ
レクトリが最上位の ORACLE_HOME
ディレクトリの下に配置されましたが、
これはデフォルトで次のディレクトリ
でした。

� Windows NTの場合、C:¥ORANT

� Windows 95の場合、
C:¥ORAWIN95

� Windows 98の場合、
C:¥ORAWIN98

ユーザーが独自の Oracleホームを設定
することもできました。

このリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）に準拠しているた
め、すべてのサブディレクトリが最上
位の ORACLE_HOMEディレクトリの
下にあるわけではありません。新しい
最上位ディレクトリの名前は
ORACLE_BASEで、このディレクトリ
のデフォルトは C:¥ORACLEです。

複数の Oracleホームと Optimal 
Flexible Architecture（OFA）の詳細
は、『Oracle8i for Windows NT管理者
ガイド』を参照してください。

HOME_NAME OracleHOME_
NAMETNSListener

Oracleホーム名を示します。ホーム名
は、英数字 16文字までです。ホーム名
で使用できる特殊文字は、アンダース
コアのみです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
vii



記号 ピリオド .

カンマ ,

ハイフン -

セミコロン ;

コロン :

等号 =

円記号 ¥

一重引用符 '

二重引用符 "

丸カッコ ()

コマンドの中の大カッコと垂直バー以
外の記号は、表記されているとおりに
入力する必要があります。

キー +数値 [Alt]+128 [Alt]キーを押しながら 128を入力しま
す。これは通常、SQL*Plusコマンド・
プロンプトで拡張 ASCII文字と同等の
10進数を入力するために使用されま
す。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
viii



SQL*Plusの
1

SQL*Plusの紹介の紹介の紹介の紹介

この章では、SQL*Plusを使用し始めるときに役に立つ、初歩的な情報を提供します。

次の項目について説明します。

� 概要

� 基本概念
紹介 1-1



概要
概要概要概要概要
SQL*Plusツールは、SQL（Structured Query Language）およびその拡張されたプロシー
ジャ型言語である PL/SQLとともに使用できます。これらのデータベース言語を使用するこ
とにより、Oracleデータベースに対しデータを格納および検索できます。PL/SQLを使用す
ると、プロシージャ型論理を介していくつかの SQLコマンドを連結できます。

SQL*Plusを使用することで、SQLコマンドおよび PL/SQLブロックを操作でき、またその
他の多くの作業を実行できます。SQL*Plusでは、次の操作を行うことができます。

� SQLコマンドと PL/SQLブロックの入力、編集、保存、取出し、実行

� レポートのフォーム内での問合せ結果のフォーマット、計算、保存、印刷

� 任意の表の列定義のリスト

� データベース間でのデータのアクセス、コピー

� エンド・ユーザーへのメッセージの送信とその応答受信

� データベース管理の実行

SQL*Plusは、コマンドライン・インタフェースとグラフィカル・ユーザー・インタフェー
ス（GUI）の両方を提供します。詳細は、第 3章「SQL*Plusの使用方法」を参照してくだ
さい。

基本概念基本概念基本概念基本概念
次の定義は、SQL*Plusの基本的な概念を説明します。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.7には Server Managerが付属していますが、Server 
Managerは将来のリリースには付属しなくなるので、オラクル社では
SQL*Plusに移行することをお薦めします。

概念概念概念概念 定義定義定義定義

コマンド 特定の作業を実行するために、オペレーティング・システムまたは
SQL*Plusや Oracleなどのソフトウェアに与える指示 

SQLコマンド SQL文を実行するコマンド

SQL*Plusコマンド SQL*Plus文を実行するコマンド

ブロック PL/SQLで、プロシージャ型論理を介して互いに関係付けられる SQLコ
マンドと PL/SQLコマンドのグループ

表 Oracle内の記憶の基本単位

問合せ 1つ以上の表から情報を検索する読取り専用 SQL SELECTコマンド
1-2　SQL*Plus for Windowsスタート・ガイド



基本概念
SQL*Plusに関係するこの他の概念の定義は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファ
レンス』の「用語集」を参照してください。

問合せ結果 問合せによって検索されるデータ 

レポート ユーザーが SQL*Plusコマンドによってフォーマットした問合せ結果

SQLバッファ SQL*Plusに入力した最新の SQLコマンドまたは PL/SQLブロックを格
納するバッファ

画面バッファ SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウ内のデータを格納するバッ
ファ

概念概念概念概念 定義定義定義定義
SQL*Plusの紹介 1-3



基本概念
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SQL*Plusのヘルプとデモ表のインスト
2

SQL*Plusのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストールのヘルプとデモ表のインストール

この章では、SQL*Plusのコンポーネントをインストールするときに役に立つ情報を提供し
ます。

次の項目について説明します。

� SQL*Plusのインストール

� SQL*Plusオンライン・ヘルプのインストール

� デモ表のアクセス
ール 2-1



SQL*Plusのインストール
SQL*Plusのインストールのインストールのインストールのインストール
CD-ROM版の製品に付随のドキュメントには、SQL*Plusに関する次の情報が記載されてい
ます。

� システム要件

� インストールの指示

SQL*Plusオンライン・ヘルプのインストールオンライン・ヘルプのインストールオンライン・ヘルプのインストールオンライン・ヘルプのインストール
オンライン・ヘルプは、SQL*Plusを使用している間、グラフィカル・ユーザー・インタ
フェースとコマンドライン・インタフェースのどちらからでも使用可能です。データベース
管理者が SQL*Plusヘルプ表を作成し、SQL*Plusヘルプ・データを移入します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
SQL*Plusヘルプをインストールする前に、次のことを確認します。

� SQL*Plusがインストールされていること。インストールされていなければ、ヘルプ表
の作成およびロードはできません。

� SYSTEMユーザーのデフォルト表領域が、ヘルプ・システムに対応できる大きさである
こと。少なくとも 128Kの空き領域が必要です。

� SQL*Plusヘルプのスクリプト・ファイルは、次の位置にあります。

%ORACLE_HOME%¥SQLPLUS¥ADMIN¥HELP¥ 

ヘルプのスクリプト・ファイルは、次のとおりです。

� HELPBLD.SQL:　削除して新しいヘルプ表を作成します。

� HELPUS.SQL:　ヘルプ表にヘルプ・データを移入します。

� HELPDROP.SQL:　既存の SQL*Plusヘルプ表を削除します。

� Windowsのコマンド・ファイル HELPINS.BATは、次の位置にあります。

%ORACLE_HOME%¥BIN¥ 

注意注意注意注意 : SQL*Plusをインストールする前に、CD-ROMにある SQL*Plusの共
通のドキュメント、および最新情報が入ったリリース・ノートと Readme
ファイルを参照してください。
2-2　SQL*Plus for Windowsスタート・ガイド



SQL*Plusオンライン・ヘルプのインストール
SQL*Plusヘルプのインストールヘルプのインストールヘルプのインストールヘルプのインストール
SQL*Plusヘルプをインストールするには、次を実行します。

インストール中に、Database Configuration Assistantから「SQL*Plusヘルプ」を選択
します。

または、

1. SYSTEMユーザーのログイン情報を保持するための環境変数 SYSTEM_PASSを設定し
ます。

SET SYSTEM_PASS=SYSTEM/PASSWORD

PASSWORDは SYSTEMユーザー用に定義したパスワードです。SYSTEMユーザーの
デフォルトのパスワードはMANAGERです。

HELPINSユーティリティによってこのログインが SYSTEM_PASSから読み込まれ、正
常に実行されます。

2. コマンドライン・プロンプトからバッチ・ファイル HELPINS.BATを実行します。

C:¥> %ORACLE_HOME%¥BIN¥HELPINS US

または、

1. SQL*Plusを、SYSTEMユーザーとして実行します。

C:¥> SQLPLUS SYSTEM/PASSWORD

PASSWORDは SYSTEMユーザー用に定義したパスワードです。

2. SQLスクリプトHELPBLD.SQLを SQL*Plusから実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥SQLPLUS¥ADMIN¥HELP¥HELPBLD.SQL

SQL*Plusヘルプのアクセスヘルプのアクセスヘルプのアクセスヘルプのアクセス
SQL*Plusヘルプにアクセスするには、SQL*Plusに次のコマンドの 1つを入力します。

SQL> HELP

または、

SQL> HELP INDEX

または、

SQL> HELP TOPICS

必要なヘルプのトピックがわかっている場合は、次を入力します。

SQL> HELP topic
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topicは SQL*Plusヘルプのトピックです。たとえば、COLUMNコマンドのヘルプが必要で
あれば、次のように入力します。

SQL> HELP COLUMN

ヘルプが利用できないというメッセージを受け取る場合は、SQL*Plusヘルプが SYSTEMス
キーマに正しくインストールされているかどうかをチェックします。

HELPコマンドの詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 8章
「コマンド・リファレンス」を参照してください。

デモ表のアクセスデモ表のアクセスデモ表のアクセスデモ表のアクセス
デモ表をロードするには、その作業を完了することができるユーザー・アカウントで
SQL*Plusを起動します。『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』では、パス
ワード TIGERを持つユーザー名 SCOTTが使用されていますが、同じ権限を持つアカウント
であれば、どのようなアカウントでもかまいません。

SQL*Plusプロンプトに次のコマンドを入力します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥SQLPLUS¥DEMO¥DEMOBLD.SQL

この例の作業を終了したとき、次のコマンドを入力してデータベースからデモ表を削除でき
ます。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥SQLPLUS¥DEMO¥DEMODROP.SQL
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3

SQL*Plusの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法

この章では、コマンドライン・インタフェースとグラフィカル・ユーザー・インタフェース
のそれぞれから SQL*Plusを起動して使用する方法、およびグラフィカル・ユーザー・イン
タフェースのメニュー・オプションについて説明します。

次の項目について説明します。

� コマンドライン・インタフェースの使用方法

� グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法

� SQL*Plusの終了
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コマンドライン・インタフェースの使用方法
コマンドライン・インタフェースの使用方法コマンドライン・インタフェースの使用方法コマンドライン・インタフェースの使用方法コマンドライン・インタフェースの使用方法
SQL*Plusコマンドライン・インタフェースは、すべてのオペレーティング・システム上で
標準に備わっています。

Oracleデータベースに接続する場合は、ネットワーク用ソフトウェアであるNet8がインス
トールされ、正常に動作していることを確認します。詳細は、『Net8管理者ガイド』および
『Oracle8i for Windows NT管理者ガイド』の付録「Net8の構成」を参照してください。

コマンドライン・インタフェースからコマンドライン・インタフェースからコマンドライン・インタフェースからコマンドライン・インタフェースから SQL*Plusを起動する手順は、次のとおりです。を起動する手順は、次のとおりです。を起動する手順は、次のとおりです。を起動する手順は、次のとおりです。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」メニューの「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」から「「「「MS-DOSプロンプト」プロンプト」プロンプト」プロンプト」または「コマンド「コマンド「コマンド「コマンド 
プロンプト」プロンプト」プロンプト」プロンプト」を選択します。「MS-DOSプロンプト」ウィンドウまたは「コマンド プロ
ンプト」ウィンドウが現れます。

2. 次を入力して SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

オプションとして、スラッシュ（/）で区切ったログイン・ユーザー名とパスワード、
および接続するリモート・データベース名を含めることができます。たとえば、次のと
おりです。

C:¥> SQLPLUS username/password@connect_identifier

含めない場合は、ユーザー名とパスワードの入力を求めるプロンプトが出されます。
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Windowsにおける引数の解釈における引数の解釈における引数の解釈における引数の解釈
Windowsのコマンド・ファイルでの引数解釈の規則は次のとおりです。

� 引数は空白で区切られます。

� 二重引用符で囲まれた文字列（たとえば “this string”）は、1つの引数として解釈されま
す。

� 円記号（¥）が前に付いている二重引用符は、リテラルの二重引用符として解釈されま
す。

SQL*Plusコマンドライン引数の詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレン
ス』を参照してください。

コマンドラインのフォントおよびフォント・サイズの変更コマンドラインのフォントおよびフォント・サイズの変更コマンドラインのフォントおよびフォント・サイズの変更コマンドラインのフォントおよびフォント・サイズの変更
Windowsの「“コマンド プロンプト ”のプロパティ」ダイアログ・ボックスを使用して、
SQL*Plusコマンドライン・インタフェースで使用されるフォントおよびフォント・サイズ
を設定できます。

コマンドライン・インタフェースのフォントおよびフォント・サイズをコマンドライン・インタフェースのフォントおよびフォント・サイズをコマンドライン・インタフェースのフォントおよびフォント・サイズをコマンドライン・インタフェースのフォントおよびフォント・サイズを
変更するには変更するには変更するには変更するには
1. コマンドライン・インタフェースのタイトル・バーをマウスの右ボタンでクリックしま
す。

2. 「フォント」「フォント」「フォント」「フォント」タブをクリックします。

3. 「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」をクリックします。「ウィンドウのプレビュー」「ウィンドウのプレビュー」「ウィンドウのプレビュー」「ウィンドウのプレビュー」ボックスに、フォントお
よびフォント・サイズの選択に基づいて、モニター上での現在のウィンドウの相対サイ
ズが表示されます。「選択したフォント「選択したフォント「選択したフォント「選択したフォント :」」」」ボックスに、現在のフォントのサンプルが表
示されます。

4. 「サイズ」「サイズ」「サイズ」「サイズ」ボックスで、使用するフォント・サイズを選択します。ラスター・フォント・
サイズは、ピクセル単位の幅×高さで示されます。TrueTypeフォント・サイズは、ピ
クセル単位の幅で示されます。

5. 「フォント」「フォント」「フォント」「フォント」ボックスで、使用するフォントを選択します。

6. ボールド・バージョンのフォントを使用するには、「ボールド「ボールド「ボールド「ボールド フォント」フォント」フォント」フォント」チェック・
ボックスをオンにします。

Windowsコマンド・プロンプトのプロパティの変更の詳細は、Windowsのヘルプヘルプヘルプヘルプを参照す
るか、「“コマンド プロンプト ”のプロパティ」ダイアログ・ボックスで「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリッ
クします。
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特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法
フォントにユーロ記号などの特定の文字が含まれているかどうかをチェックするには、その
文字に相当する 10進数を SQL*Plusコマンドライン・インタフェースに入力します。たとえ
ば、ユーロ記号と同等の 10進数は 128なので、この記号を表示するには [Alt]+0128と入力
します。正しく表示された場合は、選択したフォントにユーロ記号が含まれます。表示され
ない場合は別のフォントを試す必要があります。

Windowsの「文字コード表」ユーティリティを使用して、フォントで使用可能な文字を表
示できます。文字コード表では、拡張 ASCII文字と同等の 10進数も表示されます。「文字
コード表」ユーティリティにアクセスするには、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「アクセ「アクセ「アクセ「アクセ
サリ」サリ」サリ」サリ」を選択（Windows 98/2000の場合は、さらに「システム ツール」を選択）し、「文字「文字「文字「文字
コード表」コード表」コード表」コード表」をクリックします。

グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法
コマンドライン・インタフェースがすべてのオペレーティング・システム・プラットフォー
ムで SQL*Plusの標準の機能であるのに対し、グラフィカル・ユーザー・インタフェースは
Windowsで動作する SQL*Plusの機能です。

Oracleデータベースに接続する場合は、ネットワーク用ソフトウェアであるNet8がインス
トールされ、正常に動作していることを確認します。詳細は、『Net8管理者ガイド』および
『Oracle8i for Windows NT管理者ガイド』の付録「Net8の構成」を参照してください。

SQL*Plusグラフィカル・ユーザー・インタフェースを起動する手順は、次のとおりです。グラフィカル・ユーザー・インタフェースを起動する手順は、次のとおりです。グラフィカル・ユーザー・インタフェースを起動する手順は、次のとおりです。グラフィカル・ユーザー・インタフェースを起動する手順は、次のとおりです。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」メニューから、「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」を選択します。次に、「「「「Oracle - 
ORACLE_HOME」」」」→「「「「Application Development」」」」→「「「「SQL Plus」」」」を選択します。

「SQL*Plus」ウィンドウが現れ、「ログオン」ダイアログが表示されます。

有効なユーザー名とパスワードを入力します。リモート Oracleデータベースに接続す
る場合は、「ホスト文字列」フィールドに Net8 接続識別子を入力します。接続識別子の
構成と使用方法の詳細は、『Net8管理者ガイド』を参照してください。
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2. 「「「「OK」」」」をクリックします。

または、

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」メニューから、「「「「MS-DOSプロンプト」プロンプト」プロンプト」プロンプト」または「コマンド「コマンド「コマンド「コマンド プロンプト」プロンプト」プロンプト」プロンプト」を
選択します。「MS-DOSプロンプト」ウィンドウまたは「コマンド プロンプト」ウィン
ドウが現れます。

2. 次を入力します。

C:¥> SQLPLUSW

SQL*Plusグラフィカル・ユーザー・インタフェースが起動します。オプションとして、
スラッシュ（/）で区切ったログイン・ユーザー名とパスワード、および接続するリ
モート・データベース名を含めることができます。たとえば、次のとおりです。

C:¥> SQLPLUSW username/password@connect_identifier

含めない場合は、前述のように「ログイン」ダイアログに必要な情報を入力します。
Oracle SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウが現れます。
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SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウの使用方法アプリケーション・ウィンドウの使用方法アプリケーション・ウィンドウの使用方法アプリケーション・ウィンドウの使用方法
SQL*Plusでは、アプリケーション・ウィンドウに SQLコマンド・プロンプトが表示されま
す。

SQLコマンドおよび SQL*Plusコマンドを入力するには、SQL*Plusプロンプトにそれぞれ
のコマンドを入力し、[Enter]キーを押します。

マウス・ボタンを使用してテキストをコマンド・プロンプトにコピーするマウス・ボタンを使用してテキストをコマンド・プロンプトにコピーするマウス・ボタンを使用してテキストをコマンド・プロンプトにコピーするマウス・ボタンを使用してテキストをコマンド・プロンプトにコピーする
方法方法方法方法

マウス・ボタンを使用して、SQL*Plusですでに入力されているテキストを SQL*Plusプロン
プトにコピーできます。

テキストをコピーするには、マウスの左ボタンをクリックしてテキストを選択し、ドラッグ
します。マウスの左ボタンを押したまま、右ボタンをクリックします。SQL*Plusは、選択
したテキストを SQL*Plusプロンプトにコピーします。

コマンド・キーの使用方法コマンド・キーの使用方法コマンド・キーの使用方法コマンド・キーの使用方法
SQL*Plusでは、次のコマンド・キーに特殊機能が割り当てられています。
 :

キーキーキーキー 機能機能機能機能

[Home] 画面バッファの一番上への移動

[End] 画面バッファの一番下への移動

[Page Up] 前の画面ページへの移動

[Page Down] 次の画面ページへの移動

[Ctrl]+[Page Up] 現行の画面ページの左にページを表示

[Ctrl]+[Page Down] 現行の画面ページの右にページを表示

[Alt]+[F3] 検索

[F3] 次を検索

[Ctrl]+C SQL*Plusで実行中の操作を取消し

[Ctrl]+C テキストをコピー（SQL*Plusで操作が実行中でないとき）

[Ctrl]+V テキストを貼付け

[Shift]+[Del] 画面と画面バッファをクリア
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SQL*Plusメニューの使用方法メニューの使用方法メニューの使用方法メニューの使用方法
この項では、SQL*Plusグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）のメニューを説
明します。カッコ内は、「ファイル」メニューのコマンドのキーボート・ショートカットを
示します。一番右の列は、同等のコマンドライン・インタフェース・コマンドがある場合に
それを示しています。

「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー
「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」メニューには、次のオプションがあります。

オプションオプションオプションオプション 「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

開く 「開く」「開く」「開く」「開く」オプションは、保存されているコマンド・ファイルを取り出します。

ファイル拡張子を指定しなければ、SQL*Plusによって拡張子 .SQLの付いたコ
マンド・ファイルが検索されます。

GET filename

上書き保存 「上書き保存」「上書き保存」「上書き保存」「上書き保存」オプションには、「作成」「作成」「作成」「作成」、「置換」「置換」「置換」「置換」および「追加」「追加」「追加」「追加」の 3つがあり
ます。

SAVE

� 「作成」「作成」「作成」「作成」は、SQL*Plusバッファの内容をコマンド・ファイルに保存します。
デフォルトでは、SQL*Plusはコマンド・ファイルに拡張子 .SQLを割り当
てます。「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」テキスト・ボックスで別の拡張子を指定できます。

� 「置換」「置換」「置換」「置換」は、既存のファイルの内容を SQL*Plusバッファの内容に置き換え
ます。ファイルが存在しない場合は、SQL*Plusがファイルを作成します。

� 「追加」「追加」「追加」「追加」は、指定したファイルの終わりに SQL*Plusバッファの内容を追加
します。

SAVE filename 
CREATE

SAVE filename 
REPLACE

SAVE filename 
APPEND

コマンド・ファイルの保存後、次の操作を行うことができます。

� 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」メニューの「開く」「開く」「開く」「開く」オプションを使用したファイルの取出し

� 「編集」「編集」「編集」「編集」メニューの「エディタ」「エディタ」「エディタ」「エディタ」オプションを使用したファイルの編集

� SQL*Plusコマンド・プロンプトからの、STARTまたは RUNコマンドによ
るファイルの実行

別名保存 「別名保存」「別名保存」「別名保存」「別名保存」オプションは、SQL*Plusバッファの内容をコマンド・ファイルに
保存します。

デフォルトでは、SQL*Plusはコマンド・ファイルに拡張子 .SQLを割り当てま
す。「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」テキスト・ボックスで別の拡張子を指定できます。

SAVE filename

スプール 「スプール」「スプール」「スプール」「スプール」オプションには、「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」と「スプール・オフ」「スプール・オフ」「スプール・オフ」「スプール・オフ」の
2つがあります。SQL*Plus for Windowsでは、SPOOL OUT句はサポートされ
ていません。
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編集メニュー編集メニュー編集メニュー編集メニュー
「編集」「編集」「編集」「編集」メニューには、次のオプションがあります。

� 「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」「スプール・ファイル」は問合せ結果をファイルに保存します。デフォル
トでは SQL*Plusはスプール・ファイルに拡張子 .LSTを割り当てます。
「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」「ファイル名」テキスト・ボックスで別の拡張子を指定できます。結果は
「編集」「編集」「編集」「編集」メニューの「エディタ」「エディタ」「エディタ」「エディタ」オプションを使用して編集でき、
Windowsのテキスト・エディタからファイルを印刷できます。

� 「スプール・オフ」「スプール・オフ」「スプール・オフ」「スプール・オフ」は、スプール操作を中止します。

SPOOL filename

SPOOL OFF

実行 「実行」「実行」「実行」「実行」オプションは、現在 SQLバッファに保存されている SQLコマンドまた
は PL/SQLブロックを表示し、実行します。

RUN

取消
（[Ctrl]+C）

「取消」「取消」「取消」「取消」オプションは、実行中の操作を取り消します。

「取消し」「取消し」「取消し」「取消し」キーボード・ショートカットは、SQL*Plusセッションで SQL*Plus
操作が実行中である場合にのみ利用できます。SQL*Plus操作が実行中でなけれ
ば、[Ctrl]+C操作によって選択されたテキストがコピーされます。

[Ctrl]+C

終了 「終了」「終了」「終了」「終了」オプションは、保留中のデータベースの変更をすべてコミットし、
SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウを閉じます。

EXIT

オプションオプションオプションオプション 「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

コピー
（[Ctrl]+C）

「コピー」「コピー」「コピー」「コピー」オプションは、選択されたテキストをクリップボードにコピーしま
す。

テキストをクリップボードにコピーした後、Microsoft ExcelやMicrosoft Word
のような、別のWindowsアプリケーションに貼り付けることができます。

「コピー」「コピー」「コピー」「コピー」キーボード・ショートカットは、SQL*Plusセッションで SQL*Plus
操作が実行中でない場合にのみ利用できます。SQL*Plus操作が実行中であれ
ば、[Ctrl]+Cによって実行中の操作が取り消されます。

該当なし

貼付け
（[Ctrl]+V）

「貼付け」「貼付け」「貼付け」「貼付け」オプションは、クリップボードの内容を SQL*Plusコマンドラインに
貼り付けます。

注意注意注意注意 :　　　　1回の貼付け操作でクリップボードから SQL*Plusコマンドラインに貼
り付けることができる文字は最大で 3625文字です。

該当なし

クリア
（[Shift]+[Del]）

「クリア」「クリア」「クリア」「クリア」オプションは、SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウの画面バッ
ファと画面をクリアします。

CLEAR SCREEN

エディタ 「エディタ」「エディタ」「エディタ」「エディタ」オプションには、「エディタ起動」「エディタ起動」「エディタ起動」「エディタ起動」と「エディタ定義」「エディタ定義」「エディタ定義」「エディタ定義」の 2つがあ
ります。

オプションオプションオプションオプション 「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明「ファイル」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン
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グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法
「検索」メニュー「検索」メニュー「検索」メニュー「検索」メニュー
「検索」「検索」「検索」「検索」メニューには、次のオプションがあります。

「オプション」メニュー「オプション」メニュー「オプション」メニュー「オプション」メニュー
「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」メニューには、次のオプションがあります。

� 「エディタ起動」「エディタ起動」「エディタ起動」「エディタ起動」コマンドは、SQL*Plusバッファの内容をエディタにロー
ドします。デフォルトでは、SQL*Plusはファイルを AFIEDT.BUFに保存
します。エディタで別のファイル名を指定することもできます。

� 「エディタ定義」「エディタ定義」「エディタ定義」「エディタ定義」は、起動されるエディタを定義します。

EDIT

DEFINE_EDITOR
= editor name

オプションオプションオプションオプション 「検索」メニューのオプションの説明「検索」メニューのオプションの説明「検索」メニューのオプションの説明「検索」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

検索
（[Alt]+[F3]）

「検索」「検索」「検索」「検索」オプションは、SQL*Plusアプリケーション・ウィンドウ内で文字、単
語、文字グループ、単語グループを検索します。検索は、表示された画面の一
番上から開始されます。

注意注意注意注意 :　　　　表示された画面の最後まで検索しても、画面バッファの一番上から検
索を自動的に再開しません。

該当なし

次検索
（[F3]）

「次検索」「次検索」「次検索」「次検索」オプションは、指定したテキストが次に存在する箇所を検索します。 該当なし

オプションオプションオプションオプション 「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

環境 「環境」「環境」「環境」「環境」オプションを使用すると、システム変数を設定して現在のセッション
の SQL*Plus環境を変更できます。このダイアログには、「オプション設定」「オプション設定」「オプション設定」「オプション設定」、
「値」「値」「値」「値」および「画面バッファ」「画面バッファ」「画面バッファ」「画面バッファ」の 3つの領域があります。

注意注意注意注意 :　　　　これらのコントロールが互いにどのように影響し合うかの例は、3-11
ページの「「環境」ダイアログでのオプションと値の設定」を参照してくださ
い。

オプションオプションオプションオプション 「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明「編集」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン
SQL*Plusの使用方法 3-9



グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法
オプション設定オプション設定オプション設定オプション設定

この領域には、現行セッションの SQL*Plus環境を設定するための、次のよう
な変数のリストがあります。

� NUMBERデータの表示幅の設定

� LONGデータの表示幅の設定

� 列ヘッダーの印刷の許可および禁止

� 1ページあたりの行数の設定

SETコマンドのそれぞれのシステム変数の説明は、『SQL*Plusユーザーズ・ガ
イドおよびリファレンス』の「コマンド・リファレンス」の章を参照してくだ
さい。

SET variable value

値値値値

「値」領域には、「デフォルト」「デフォルト」「デフォルト」「デフォルト」、「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」、「オン」「オン」「オン」「オン」および「オフ」「オフ」「オフ」「オフ」の 4
つのオプションがあります。

注意注意注意注意 :　　　　「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」が選択されているとき、「オン」「オン」「オン」「オン」、「オフ」「オフ」「オフ」「オフ」の 2つのボ
タンとテキスト・フィールドのそれぞれを、ユーザーが選択できる場合と選択
できない場合があります。これらのフィールドを使用できるかどうかは、「オ
プション設定」領域でどの項目が選択されているかによって決まります。

SET variable value

画面バッファ画面バッファ画面バッファ画面バッファ

この領域には、「バッファ幅」「バッファ幅」「バッファ幅」「バッファ幅」および「バッファ長」「バッファ長」「バッファ長」「バッファ長」の 2つのテキスト・ボッ
クスがあります。

SET variable value

� 「バッファ幅」「バッファ幅」「バッファ幅」「バッファ幅」テキスト・ボックスでは、SQL*Plusが 1行に表示する文字
の数を設定します。出力データの長さより小さい数を入力すると、
SQL*Plusは指定されたバッファ幅に一致するように、データの一部を切
り捨てます。「バッファ幅」パラメータのデフォルト値は 100文字です。1
行には 80～ 1000文字を指定できます。

� 「バッファ長」「バッファ長」「バッファ長」「バッファ長」テキスト・ボックスでは、SQL*Plusが画面上で表示する行
数を設定します。SQL*Plusが指定より多くのデータ行を表示している場
合、データの残りの行は画面バッファの先頭に「折り返し（WRAP）」さ
れます。「バッファ長」パラメータのデフォルト値は 1000行です。1つの
画面上に 100行～ 2000行まで指定できます。

注意注意注意注意 :　　　　「画面バッファ」「画面バッファ」「画面バッファ」「画面バッファ」オプションを変更すると、SQL*Plusはダイアログを
表示し、画面バッファのサイズを小さくする場合は画面上に一部のデータが表
示されなくなることを警告します。そのまま続ける場合は「「「「OK」」」」をクリック
します。

SET MARKUPを使用して HTML表に出力を送信する場合は、バッファ長変数
に指定した行数で、HTML表の行数が指定されます。各 HTML表の行には、
複数のテキスト行が含まれる場合があります。

オプションオプションオプションオプション 「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明「オプション」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン
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グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法
「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー
「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」メニューには、次のオプションがあります。

「環境」ダイアログでのオプションと値の設定「環境」ダイアログでのオプションと値の設定「環境」ダイアログでのオプションと値の設定「環境」ダイアログでのオプションと値の設定
現行セッションの環境 SQL文を作成するために使用する「環境」ダイアログを表示するに
は、「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」メニューから「環境」「環境」「環境」「環境」を選択します。

まず、「オプション設定」「オプション設定」「オプション設定」「オプション設定」リストから項目を選択します。デフォルトの設定を使用すること
も、あるいはダイアログ・コントロールを使用して設定をカスタマイズすることもできま
す。使用可能なコントロールは、選択するオプションによって異なります。オプションと値
に複数の変更を加えることができます。テキスト・ボックスが使用可能なときには、適切な
テキストまたは数値を入力できます。「「「「OK」」」」をクリックして、設定をコミットします。

例例例例 3-1

配列サイズはデフォルトの 15に設定されています。配列サイズは数値であるため、「オン」
と「オフ」の両ボタンは使用できません。

配列サイズを変更するには、「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」をクリックして、テキスト・ボックスに数値
を入力します。

オプションオプションオプションオプション 「ヘルプ」メニューのオプションの説明「ヘルプ」メニューのオプションの説明「ヘルプ」メニューのオプションの説明「ヘルプ」メニューのオプションの説明 コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

SQL*Plusの
バージョン
情報

SQL*Plusのバージョン番号と版権についての情報を表示します。

SQL*Plus Helpは、SQL*Plusプロンプトからアクセスします。第 2章の
「SQL*Plusヘルプのアクセス」を参照してください。

該当なし
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グラフィカル・ユーザー・インタフェースの使用方法
例例例例 3-2

echoのデフォルト設定はオフです。設定を変更するには、「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」「ユーザー定義」をクリックし、
次に「オン」「オン」「オン」「オン」をクリックします。echoの設定はオンまたはオフの区別のみであるため、テキ
スト・ボックスは使用できません。
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SQL*Plusの終了
特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法特殊文字の使用方法
フォントにユーロ記号などの特定の文字が含まれているかどうかをチェックするには、文字
に相当する 10進数を SQL*Plus Windows GUIに入力します。たとえば、ユーロ記号と同等
の 10進数は 128なので、この記号を表示するには [Alt]+0128と入力します。正しく表示さ
れた場合は、選択したフォントにユーロ記号が含まれます。表示されない場合は別のフォン
トを試す必要があります。

Windowsの「文字コード表」アクセサリを使用して、フォントで使用可能な文字を表示す
ることもできます。文字コード表では、拡張 ASCII文字と同等の 10進数も表示されます。
「文字コード表」アクセサリにアクセスするには、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「アクセ「アクセ「アクセ「アクセ
サリ」サリ」サリ」サリ」を選択（Windows 98/2000の場合は、さらに「システム ツール」を選択）し、「文字「文字「文字「文字
コード表」コード表」コード表」コード表」をクリックします。

SQL*Plusの終了の終了の終了の終了
コマンドライン・インタフェースまたは GUIから SQL*Plusを終了するには、SQL*Plusプ
ロンプトに EXITまたは QUITを入力します。

コマンドラインから SQLPLUSWを使用して起動した場合は、コマンドライン・インタフェー
スまたは GUIを終了したときにWindowsのコマンド・プロンプトに戻ります。

GUIから SQL*Plusを終了すると、GUIが閉じてWindowsに戻ります。
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オペレーティング・シス
4

オペレーティング・システム固有のオペレーティング・システム固有のオペレーティング・システム固有のオペレーティング・システム固有の

リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

この章では、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』で参照されるオペレー
ティング・システム固有の情報について説明します。

次の項目について説明します。

� 自動ログイン

� TIMINGコマンド

� エラー・メッセージの解釈

� SQL*Plus環境の設定

� ファイルへの問合せ結果の格納

� @、@@および STARTコマンド

� HOSTコマンド

� SET NEWPAGEコマンド

� PRODUCT_USER_PROFILE表
テム固有のリファレンス 4-1



自動ログイン
自動ログイン自動ログイン自動ログイン自動ログイン
同じWindowsコンピュータ上の Oracleデータベースに接続する場合は、自動ログインを実
行できるように SQL*Plusを設定できます。設定するには、次の手順を実行します。

1. データベースにアクセスする必要のあるWindowsユーザー（USERX）ごとに、データ
ベース・アカウント <PREFIX>USERXを作成します。<PREFIX>は、データベース（デ
フォルトは OPS$）の初期化パラメータ・ファイルにあるパラメータ
OS_AUTHENT_PREFIXです。OS_AUTHENT_PREFIXパラメータの詳細は、『Oracle8i 
リファレンス・マニュアル』および『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参
照してください。

2. Windowsに USERXでログオンした後は、ユーザー名 /パスワードのかわりに、/（ス
ラッシュ）を使用して SQL*Plusにログインできます。

オペレーティング・システムにログオンするときに SQL*Plusに自動的にログインできます。
この方法の詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 2章の
「SQL*Plusを起動するためのショートカット」を参照してください。

TIMINGコマンドコマンドコマンドコマンド
SQL*Plus TIMINGコマンドは、出力を時、分、秒および 1/100秒単位で表示します。たと
えば、02:31:07.55は、2時間 31分 7.55秒です。

『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 2章の「実行したコマンドのタイ
ミング統計の収集」と、第 8章の「SET」および「TIMING」の項を参照してください。
TIMINGコマンドおよび SET TIMINGコマンドを使用して経過期間のタイミング・データ
を記録する方法が説明されています。

エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈
エラー・メッセージの解釈の詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』
の第 2章の「エラー・メッセージの解釈」およびこのマニュアルを参照してください。文字
列 ORAで始まるエラー・コードの説明と処置を調べるには、『Oracle8i エラー・メッセー
ジ』を参照してください。

『Oracle8i エラー・メッセージ』でエラー・コードを見つけられない場合は、『Oracle8i for 
Windows NT管理者ガイド』を参照してください。
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@、@@および STARTコマンド
SQL*Plus環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
SQL*Plusをインストールすると、LOGIN.SQLは Oracleホーム・ディレクトリの DBSサブ
ディレクトリにコピーされ、GLOGIN.SQLは Oracleホーム・ディレクトリの
SQLPLUS¥ADMINサブディレクトリにコピーされます。

LOGIN.SQLまたは GLOGIN.SQLを変更する場合、ANSIエスケープ・シーケンスを追加し
ないようにしてください。

『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 3章の「SQL*Plus環境の設定」
を参照してください。LOGIN.SQLファイルと GLOGIN.SQLファイルの説明があります。

ファイルへの問合せ結果の格納ファイルへの問合せ結果の格納ファイルへの問合せ結果の格納ファイルへの問合せ結果の格納
SPOOLコマンドは、SQL*Plusグラフィカル・ユーザー・インタフェースの「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」メ
ニューから使用可能です。詳細は、3-7ページの「「ファイル」メニュー」を参照してくださ
い。

SPOOLコマンドをグラフィカル・ユーザー・インタフェースまたはコマンドライン・イン
タフェースで使用するとき、拡張子を指定していないと SQL*Plusによってファイル名に
.LSTが追加されます。

SQL*Plusは、コマンドラインでの SPOOL OUT句の使用をサポートしていません。

SPOOLコマンドの詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 4章
の「ファイルへの結果の格納」および第 8章の「SPOOL」を参照してください。

@、、、、@@およびおよびおよびおよび STARTコマンドコマンドコマンドコマンド
SQL*Plusによって、@コマンド、@@コマンドまたは STARTコマンドで指定したファイル
名が現行のデフォルト・ディレクトリで検索されます。SQL*Plusがこのファイルを見つけ
られない場合は、プログラムはパスを検索して、ファイルを見つけます。

レジストリの中の SQLPATHパラメータを変更すると、SQL*Plusが検索するパスを指定で
きます。SQLPATHパラメータの詳細は、付録 Aの「SQLPATHパラメータの説明」を参照
してください。

『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 8章の「@（アット・マーク）」、
「@@（二重アット・マーク）」、「START」の各項を参照してください。@コマンド、@@コ
マンド、STARTコマンドを使用したときに SQL*Plusがファイルを検索する方法が説明され
ています。
オペレーティング・システム固有のリファレンス 4-3



HOSTコマンド
HOSTコマンドコマンドコマンドコマンド
SQL*Plusでは、HOSTコマンドあるいはドル記号（$）を SQL*Plusプロンプトに入力する
と、Windowsコマンド・プロンプトにアクセスできます。

Windowsコマンド・プロンプトから SQL*Plusに戻るには、exitと入力します。

『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 8章の「HOST」を参照してくだ
さい。HOSTコマンドを使用して、SQL*Plusを終了せずにホスト・オペレーティング・シ
ステム・コマンドを実行する方法が説明されています。

SET NEWPAGEコマンドコマンドコマンドコマンド
SET NEWPAGE 0コマンドはページ間で画面をクリアしません。かわりに、GUIでは黒い
ボックスが表示され、コマンドライン・インタフェースでは別の文字が表示されます。

『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の第 8章の「SET」を参照してくださ
い。NEWPAGEシステム変数およびその他の多くのシステム変数を設定する方法が説明さ
れています。SET NEWPAGE NONEを使用することをお薦めします。

PRODUCT_USER_PROFILE表表表表
PRODUCT_USER_PROFILE（PUP）表によって、SQL GRANTコマンド、REVOKEコマン
ドおよびユーザー・ロールによって提供されるユーザーレベルのセキュリティを補足する、
製品レベルのセキュリティが提供されます。

PUP表の作成方法

SYSTEMユーザーで SQL*Plusにログインし、ORACLE_HOME¥SQLPLUS¥ADMIN
ディレクトリにある PUPBLD SQLを実行します。

 SQL> @%ORACLE_HOME%¥SQLPLUS¥ADMIN¥PUPBLD.SQL 

または、

1. SYSTEMユーザーのログイン情報を保持するための環境変数 SYSTEM_PASSを設定し
ます。

C:¥> SET SYSTEM_PASS=SYSTEM/PASSWORD

PASSWORDは SYSTEMユーザー用に定義したパスワードです。SYSTEMユーザーの
デフォルトのパスワードはMANAGERです。

PUPBLD.BATによってこのログインが SYSTEM_PASSから読み込まれ、正常に実行さ
れます。

2. コマンドライン・プロンプトからバッチ・ファイル PUPBLD.BATを実行します。

C:¥> %ORACLE_HOME%¥BIN¥PUPBLD.BAT
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PRODUCT_USER_PROFILE表
SQL*Plusをリモート・データベースとともに使用する場合、PUP表をリモート・データ
ベース上にインストールできます。そのためには、サーバーで PUPBLD.SQLを直接実行す
るか、レジストリで LOCALパラメータを設定し、リモート・データベースを指してから、
PUPBLD.SQLを実行します。

PUP表の説明は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』の付録 E
「PRODUCT_USER_PROFILE表」を参照してください。

PUP表は、ODBC接続には使用されません。ODBC接続の接続識別子は、odbc:または oca:
から始まります。
オペレーティング・システム固有のリファレンス 4-5



PRODUCT_USER_PROFILE表
4-6　SQL*Plus for Windowsスタート・ガイド



オペレーティング・システム・パラメータのカスタマイ
A

オペレーティング・システム・パラメータのオペレーティング・システム・パラメータのオペレーティング・システム・パラメータのオペレーティング・システム・パラメータの

カスタマイズカスタマイズカスタマイズカスタマイズ

この章では、レジストリ中の SQLPATHパラメータを変更して SQL*Plusの構成をカスタマ
イズする方法を説明します。

次の項目について説明します。

� レジストリの使用方法

� SQLPLUS環境変数

警告警告警告警告 : Microsoftは、レジストリの変更を推奨していません。レジストリを
編集すると、オペレーティング・システムとソフトウェアのインストレー
ションに影響する可能性があります。経験豊富なユーザーのみがレジストリ
を編集するようにしてください。オラクル社は、Windowsレジストリの編集
によって発生した問題に責任を負いません。
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レジストリの使用方法
レジストリの使用方法レジストリの使用方法レジストリの使用方法レジストリの使用方法
Windows用の Oracle製品をインストールすると、Oracle Universal Installerによって、
Windowsレジストリに関連するパラメータが追加されます。

次の表は、Windowsの各プラットフォームで使用できるレジストリ・エディタのバージョ
ン（REGEDT32.EXEまたは REGEDIT.EXE）を示したものです。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEサブキーには、Oracleパラメータが含
まれています。

Oracleパラメータを定義するレジストリ・エントリの編集方法は、レジストリ・エディタの
ヘルプ・システムを参照してください。

Oracleパラメータの値を変更したり、レジストリにパラメータを追加した場合は、そのパラ
メータを使用しているプロシージャを SQL*Plusが実行するたびに、その変更内容が有効に
なります。

SQLPATHパラメータの説明パラメータの説明パラメータの説明パラメータの説明
SQLPATHパラメータは SQLスクリプトの位置を指定します。このパラメータは、
SQLPATHレジストリ・エントリで定義されます。SQL*Plusは現在のディレクトリで SQL
スクリプトを検索し、次に SQLPATHパラメータで指定されたディレクトリを検索します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0レジストリ・サブキーには、
SQLPATHレジストリ・エントリが含まれます。SQLPATHは、¥ORACLE¥ORA81¥DBSの
デフォルト値で作成されます。任意のドライブの任意のディレクトリを SQLPATHの有効値
として指定できます。

SQLPATHパラメータを設定するときは、セミコロン（;）でディレクトリを連結できます。
次に、例を示します。

C:¥ORACLE¥ORA81¥DATABASE;C:¥ORACLE¥ORA81¥DBS

SQLPATHレジストリ・エントリの編集方法は、レジストリ・エディタのヘルプ・システム
を参照してください。

Windows プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム REGEDT32.EXE REGEDIT.EXE

Windows 2000 ◎ ◎

Windows NT 4.0 ◎ ◎

Windows 98 × ◎

Windows 95 × ◎
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SQLPLUS環境変数
SQLPLUS環境変数環境変数環境変数環境変数
SQLPLUS環境変数は、SQL*Plusのメッセージ・ファイルの位置を指定します。この環境変
数はインストール時に設定され、デフォルト値は次のとおりです。

%ORACLE_HOME%/SQLPLUS/MESG

この環境変数の変更や設定は行わないでください。
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